
2018 年 12 月 14 日 

 

 

 

2018 年度 

朝日大学学生の学修時間に関する実態調査 
 
 
 
 
 
 

１ 学生を対象とした自主学修時間 
 
 

２ 教員を対象とした学生に望む学修時間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

IR 推進本部 

                                                                                                                             

 
 
 



1 
 

１ 学生を対象とした自主学修時間調査 

 

 高等教育全体の質の向上が課題となっている。その中で大学教育おける質の保証、つまり学生の

主体的な学修による教育の充実と、さらにはそれらの成果を可視化して公表することが求められて

いる。朝日大学 IR 推進本部では、2015 年度から朝日大学各学部および学年で学修時間調査を行い朝

日大学における学修時間の実態について明らかにしてきた。しかし、これまでの学修時間の調査は、

1日あたりの学修時間として調査してきたため、1週間あたりの学修時間で評価されている欧米やわ

が国他大学の結果と比較することが容易でなかった。そこで 2018 年度からは 1 週間あたりの学修時

間として新たに調査を行ったものである。 

調査は、「2018 年度学生の意識及び生活実態に関する調査」として、学生部とＩＲとで共同で行

った 

 

対象：朝日大学法学部、経営学部（経営学科、ビジネス企画学科）、保健医療学部（看護学科、 

健康スポーツ科学科）、歯学部学生 （歯科衛生士専門学校、留学生別科、大学院生を除く） 

 

 

学 部

男 女 計 回答数 備考 回収率 男 女 計 回答数 回収率 備考 男 女 計 回答数 回収率

１学年 91 16 107 104 97% 137 36 173 163 94% 0 0 0 0 0%

２学年 76 9 85 78 92% 79 33 112 106 95% 3 0 3 3 100%

３学年 59 8 67 63 94% 57 22 79 71 90% 学科不明３人 92 13 105 90 86%

４学年 97 9 106 73 69% 45 28 73 48 66% 99 20 119 84 71%

５学年

６学年

計 323 42 365 318 87% 318 119 437 388 89% 194 33 227 177 78%

男 女 計 回答数 備考 回収率 男 女 計 回答数 回収率 備考 男 女 計 回答数 回収率

１学年 14 69 83 83 100% 102 39 141 126 89% 112 23 135 119 88%

２学年 15 89 104 101 2名休学 97% 97 48 145 140 97%
休学者5名(実

質100％)
114 21 135 119 88%

３学年 10 67 77 76 99% 77 47 124 121 98% 0 0 0

４学年 15 66 81 76 94% 95 54 149 143 96% 休学者5名 0 0 0

５学年 94 49 143 137 96%

６学年 91 40 131 128 98%

計 54 291 345 336 97% 556 277 833 795 95% 226 44 270 238 88%

保健医療学部健康スポーツ科学科

　
2,477
2,133
86%

学生数

回収人数

回収率

2018年度学生部／IR　学生生活実態調査　（アンケート調査：　在籍者数/回収率一覧）

保健医療学部看護学科 歯学部

法学科 経営学部経営学科 経営学部ビジネス企画学科
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１ 2018 年度自主学修時間調査結果 

 

 

 

5.0

29.8

2.4

42.2

12.5

19.2

17.6

30.3

10.4

25.6

25.1

37.1

31.6

18.9

34.8

13.9

19.9

22.0

17.5

6.3

19.0

5.0

12.0

8.8

9.7

5.0

14.6

2.8

6.1

3.8

6.9

2.9

8.3

1.1

5.1

1.9

3.1

1.3

4.5

1.1

3.6

0.9

7.0

2.1

3.9

0.6

6.9

2.2

1.5

3.4

2.1

7.8

8.7

4.1

歯学部

健スポ

看護

ビジネス

経営

法学

2018年度学部・学科別学修時間（時間／週の人数割合）

0時間 1時間未満 1～3時間未満

3～6時間未満 6～10時間未満 10～15時間未満

15～21時間未満 21時間以上 不明

16.4 

25.4 

19.2 

17.3 

28.8 

36.5 

43.6 

38.5 

32.9 

17.5 

17.9 

20.2 

8.2 

6.3 

9.0 

10.6 

4.1 

3.2 

5.1 

2.9 

1.4 

4.8 

1.3 

1.0 

2.7 

0.0 

0.0 

1.0 

4.1 

0.0 

0.0 

3.8 

1.4 

6.3 

3.8 

4.8 

4年

3年

2年

1年

2018年度法学部学修時間（時間／週の人数割合）

0時間 1時間未満 1～3時間未満

3～6時間未満 6～10時間未満 10～15時間未満

15～21時間未満 21時間以上 不明



3 
 

 
 

 

 

16.3 

12.2 

12.3 

11.7 

24.5 

21.6 

25.5 

26.5 

30.6 

20.3 

17.9 

17.9 

6.1 

9.5 

15.1 

13.0 

2.0 

6.8 

7.5 

6.2 

4.1 

4.1 

2.8 

7.4 

4.1 

2.7 

2.8 

4.3 

6.1 

12.2 

2.8 

7.4 

6.1 

10.8 

13.2 

5.6 

4年

3年

2年

1年

2018年度経営学科における学修時間（時間／週の人数割合）

0時間 1時間未満 1～3時間未満

3～6時間未満 6～10時間未満 10～15時間未満

15～21時間未満 21時間以上 不明

42.9

43.3

25.0

24.4

15.5

12.2

2.4

7.8

2.4

3.3

1.2

1.1

0.0

2.2

1.2

0.0

9.5

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4年

3年

0時間 1時間未満 1～3時間未満

3～6時間未満 6～10時間未満 10～15時間未満

15～21時間未満 21時間以上 不明



4 
 

 
 

 

1.3 

3.9 

0.0 

4.8 

9.2 

15.8 

5.0 

13.3 

23.7 

26.3 

31.7 

56.6 

26.3 

22.4 

20.8 

7.2 

18.4 

14.5 

17.8 

7.2 

6.6 

5.3 

11.9 

8.4 

6.6 

1.3 

6.9 

2.4 

5.3 

5.3 

5.0 

0.0 

2.6 

5.3 

1.0 

0.0 

4年

3年

2年

1年

2018年度看護学科における学修時間（時間／週の人数

割合）
0時間 1時間未満 1～3時間未満

3～6時間未満 6～10時間未満 10～15時間未満

15～21時間未満 21時間以上 不明

27.7 

31.9 

29.4 

31.1 

21.8 

16.0 

9.2 

3.4 

5.0 

5.0 

0.8 

5.0 

0.8 

1.7 

2.5 

1.7 

2.5 

4.2 

2年

1年

2018年度健康スポーツ科学科の学修時間（時間／週の

人数割合）

0時間 1時間未満 1～3時間未満

3～6時間未満 6～10時間未満 10～15時間未満

15～21時間未満 21時間以上 不明



5 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

0.0

8.0

9.8

5.0

5.0

1.6

4.7

27.0

23.8

15.7

17.1

15.9

13.3

37.2

37.1

31.4

34.3

34.9

21.9

16.8

11.9

19.8

14.3

21.4

11.7

4.4

5.6

9.9

15.0

11.9

10.2

5.1

3.5

11.6

4.3

7.9

7.0

0.0

2.1

4.1

3.6

2.4

30.5

0.7

2.8

1.7

3.6

4.0

0.8

0.7

3.5

0.8

2.9

0.0

6年

5年

4年

3年

2年

1年

2018年度歯学部学修時間(時間／週の人数割合)

0時間 1時間未満 1～3時間未満

3～6時間未満 6～10時間未満 10～15時間未満

15～21時間未満 21時間以上 不明



6 
 

参考図 日米大学生の 1 週間あたりの学修時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考図は、日本の大学生が米国と比べ 1 週間あたりの学修時間数が圧倒的に少ないとされる根拠に

なっているデータである。例えば、11 時間以上の学修時間をみると、米国学生 58.4%に対し 2016

年次の日本の学生は 11 時間以上が 10.7%であった。 

朝日大学学生では、同様に 10 時間以上の学修時間を示す学生が 10%を超えていた学科は経営学科、

看護学科、歯学部であり、歯学部 6 年生は 50%にみられた。 

以上より、2018 年度本学の学生の自主学修時間も非常に少ないことが明らかとなった。 
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２ 教員を対象とした学生に要望する学修時間調査 

 

 次に、学生部が行なってきた学生の自主学修時間調査を受けて、教員側から周知したい学生の自主学

修時間調査を行なった。 

 調査は、以下の要領で行った。 

   対象教員：学部所属、兼担含む 

対象科目：前学期 

実施期間：2018 年 6 月 1日～6月 16 日 

回答数： 

 法学部（24 名、112科目） 

 経営学部経営学科（30名、108 科目） 

 経営学部ビジネス企画学科（22 名、70科目） 

 保健医療学部看護学科（24 名、63 科目） 

 保健医療学部健康スポーツ科学科（31名、97 科目） 

 歯学部（25 名、38科目） 

 

教員用アンケート項目： 

（１）担当科目は、どのようなイメージの科目ですか。次に当てはまるものを選んでください。 

①講義型  ②演習型（グループワーク、作業、実験・実習等） ③講義型と演習型を併用 ④その他

（          ） 

（２）科目に対する興味・関心を高めたり、学力として定着させたりするために、１週間あたりどのぐ

らいの学修時間を要しますか。 

①１時間未満 ②１時間から２時間未満 ③２時間から３時間未満 ④３時間以上    

（３）科目の自主学修を積極的に行わせるためにどのようなことに取り組むべきだと考えておられます

か。ご意見等がございましたら、ご記入ください。 

  例：毎時間課題等を課し、学修する姿勢を身につけさせる。 

（４）学生が自主的に学ぶ姿勢を身につけるために工夫しておられることがありましたら参考意見をご

記入ください。 

（５）その他、ご意見等がございましたら、ご記入下さい。 
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法学部（前学期） 

 ＩＲ推進室からのアンケート調査 回答数（２４名 １１２科目 学部所属、兼担含む 非常勤講師

は含まない）。 

 

１ 2018 年度法学部学生１週間当たりの自主学修時間実態調査と教員要望学修時間との乖離 

法学部の学生の１週間当たりの自主学修時間実態調査を見ると、全学年の 70%を超える学生が 0時間か

ら 3 時間未満の自主学修時間であるという結果が出た。教員要望は、グラフ中赤色の矢印で示してある

が、１週間当たりの自主学修時間についても無理でない数値で要望している。なお、四年生は、履修科

目が少ないため要望時間が少ない。 

 

 

２ 法学部の科目イメージ 
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経営学科（前学期） 

ＩＲ推進室からのアンケート調査 回答数（３０名 １０８科目 学部所属、兼担含む 非常勤講師

は含まない）。 

 

１ 2018 年度経営学科学生１週間当たりの自主学修時間実態調査と教員要望学修時間との乖離 

経営学科の学生の１週間当たりの自主学修時間実態調査を見ると、１、２年生については、３時間～

６時間未満が 70%弱を占めているが、3 年生になると改善が見られ 60%強となっている。教員要望は、グ

ラフの赤色の矢印で示している。経営学科全体を見ると、自主学修する学生とそうでない学生との差が

激しい。自主学修する学生は、教員要望を遼に超えて学修している。 

 

 

２ 経営学科の科目イメージ 
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ビジネス企画学科（前学期） 

ＩＲ推進室からのアンケート調査 回答数（２２名 ７０科目 学部所属、兼担含む 非常勤講師は

含まない）。 

 

１ ビジネス企画学科学生１週間当たりの自主学修時間実態調査と教員要望学修時間との乖離 

2018 年度現在のビジネス企画学科の学生は、3年生と 4年生のみである。ビジネス企画学科の学生は、

経営学科の学生よりも課外活動に参加している率が高い。したがって、その実態に即した自主学修時間

を教員側が設定しているものと考えられる。しかしながら、90%弱の学生が、毎日の自主学修が 0分以上

1時間未満というのは検討の余地がある。この実態を踏まえた授業改善が求められる。学生が自主学修を

する暇がないと考えるのなら、授業時間内で最大限の学力を定着させるための講義を実施しなければな

らない。課外活動によって競技成果は勿論のこと日頃の授業では培えない人間力を養っている。したが

って、引退後は、実社会で必要とするスキルを身につけるよう自主的に取り組む必要がある。 

 

 

２ ビジネス企画学科の科目イメージ 
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看護学科（前学期） 

ＩＲ推進室からのアンケート調査 回答数（２４名 ６３科目 学部所属、兼担含む 非常勤講師は

含まない）。 

１ 看護学科学生一日自主学修時間実態調査と教員要望学修時間との乖離 

2018 年度看護学科全学年の１週間当たりの自主学修時間実態調査データを基にして作成してある。グ

ラフ中の赤色の矢印は教員要望の学修時間を示している。1 年生においては、80%近くの学生が１日 1 時

間未満しか自主学修をしていない。教員側の要望には幅があるが、中間を取ると１日最低 2 時間の学修

を要望している。2 年生については、１日 1 時間未満の位置は、60%を下回る位置になったものの再び 3

年生では 60%の位置をはるかに越えて 70%に迫ろうとしている。3 年生になると実習も多く、学校での拘

束時間が長いこともあり、自主学修時間を自宅に帰ってからと認識して回答しているとも考えられる。

しかし、教員要望の学修時間は、学生の実態とかなり乖離が見られ、最大 5 時間の自主学修を要望して

いる。最低でも 2 時間以上を要望していることもあり、乖離を埋める取り組みが必要である。いずれに

しても国家試験があるため、学校、自宅を含めて自主学修が求められる。1 年次から 2 年次にかけては、

数値上は、自主学修時間が極めて少ない。その分、授業を集中して受講したり、課外活動等いろいろな

体験をし、教養等を積む時間に費やしていれば問題ない。いずれにしても社会において貢献できる看護

師を目指すという初期の目標を見失うことなく大学生活を送っていることを期待している。 
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26～34

教員自主学修時間
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２ 看護学科の科目イメージ 
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健康スポーツ科学科（前学期） 

 ＩＲ推進室からのアンケート調査 回答数（３１名 ９７科目 学部所属、兼担含む 非常勤講師は

除く）。 

 

１ 健康スポーツ科学生の１週間当たりの自主学修時間実態調査と教員要望学修時間との乖離 

１、２年生の１週間当たりの自主学修時間の実態を調査したものである。赤色の矢印で教員要望学修

時間が挿入してある。学生は、1、2年生とも１週間の自主学修時間が６時間未満である数値が全体の 80%

前後であり、ほとんど自主学修をしていないことがわかる。教員側の要望学修時間は、2年生になると１

日最大 3 時間以上求めているのに対して、要件を満たす学生は、3.3%である。現在 2 年生では教職課程

を履修している学生が全体の 40%近くいるが、このままの学修状況では、採用試験突破は困難である。し

たがって、部活動とバランスをとりながら毎日自主学修時間を確保する習慣が身に付くように我々教員

側もいろいろな取り組みが一層求められる。 

 

 

２ 健康スポーツ科学科の科目イメージ 
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２年生

１年生

27.7

31.9

29.4

31.1

21.9

16

9.3

3.4

5.1

5

0.8

5

2.5

1.7

2.5

4.2

健康スポーツ科学科学生の１週間当たりの自主学修時

間実態調査と教員要望学修時間

0時間 1時間未満 1～3時間未満 3～6時間未満 6～10時間未満

10～15時間未満 15～21時間未満 21時間以上 不明

6.5～13.9

10.5～22.4

教員自主学修時間

講義型

16%

演習型

36%
講義・演習型

33%

その他

15%

健康スポーツ科学科科目イメージ

講義型

演習型

講義・演習型

その他
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歯学部（前学期） 

 ＩＲ推進室からのアンケート調査 回答数（２５名 ３８科目 学部所属、兼担含む 非常勤講師は

含まない）。 

 

1  2018 年度 歯学部学生１日自主学修時間実態調査と教員要望学修時間との乖離 

全学部学科を通じて、最も教員要望との乖離が大きい。今回の教員アンケートでは、１年生から４年

生までの履修状況での教員要望学修時間調査を行なったため、５、６年生は繁栄されていない。なお、4

年生は学校等での実習が多くなってきているので、学校での滞在時間が多いため、教員側の要望学修時

間が少なくなっている。さて、歯学部という命に関わる仕事に従事するためには、医療に関する知識・

技能を修得しなければならない。このことを考えると１週間当たりの自主学修時間が 6 時間未満は皆無

と回答されるべきであるが、残念ながら実態は、次ページの通りである。最終的に国家資格を取らない

と歯科医師になることはできないので自分に関わることではあるが、低学年に基礎・基本をしっかりと

身につけなければならない。その意味で教員側の要望がかなり乖離したものとなっている。教員一丸と

なって、この現実を真摯に受け止め授業改善等積極的に学生に働きかけていかねばならない。 
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4

2018年度 歯学部学生の１週間当たりの自主学修時

間実態調査と教員要望学修時間

0時間 1時間未満 1～3時間未満 3～6時間未満 6～10時間未満

10～15時間未満 15～21時間未満 21時間以上 不明
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２ 歯学部の科目イメージ 
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